
「情報機器に関する保護者アンケート」まとめ 

 

 各学年のデータにばらつきはあまりなく、各学年７０％くらいの児童が学校貸与のタブレット以外の情報機

器を持っています。 

 
 学年が上がるにつれてスマートフォンを持つ児童の数が増えています。低学年は家庭で所有するタブレット

端末を使わせている割合が高いです。 

 
 １時間以上情報機器を使っている児童の割合は、低学年は低く、高学年は高くなっています。 



 
 

 どの学年も動画の視聴が１位です。高学年になるにつれて、情報の検索や SNS といった用途の割合が高ま

り、活用の幅が広がっています。 

 
 必ずしも保護者がそばにいるわけではない状態や、一人で情報機器を使う割合が、高学年になるにつれて

高くなります（４年生は低い）。 

 
 子どもの遊びのツールとして使わせているという割合が各学年とも多く、「家庭での連絡手段」「子ども

同士のコミュニケーション手段」として用いる割合が高学年になるほど高まります。 



 
 ほとんどの家庭で、情報機器を使わせる際に何らかの指導や約束をしているようです。２年生・３年生は 

１００％でした。 

 
 情報機器の使用に関する指導や約束は、低学年ほど頻繁に行っており、高学年になるにつれて「たまにし

ている」の割合が高くなります。 

 
 各学年とも「使用する頻度や時間」に関する約束を決めている家庭が多いです。高学年になると「情報を

やり取りしてよい相手」に関する指導や約束を決めている家庭が増えてきます。 



 
 低学年では「使用に適さない年齢であるため」という理由が多く、高学年では「必要性を感じないため」

という理由が多いです。 

 
 学年による違いはあまりありませんでした。情報機器の活用に関する心配事としては「使いすぎ」を挙げ

ている保護者が多いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 


